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むつ市議会第２６１回定例会会議録 第５号

議事日程 第５号 令和６年９月１０日（火曜日）午前１０時開議

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第56号 むつ市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例

第２ 議案第57号 むつ市地方活力向上地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条

例

第３ 議案第58号 むつ市釜臥山スキー場条例の一部を改正する条例

第４ 議案第59号 むつ市水道事業給水条例の一部を改正する条例

第５ 議案第60号 むつ市消防団条例の一部を改正する条例

第６ 議案第61号 財産の取得について

（移動式トイレ「トイレカー」を、むつ市役所本庁舎及び各分庁舎に配備するためのも

の）

第７ 議案第62号 財産の取得について

（むつ市役所大畑庁舎配備の除雪ドーザを、老朽化に伴い更新するためのもの）

第８ 議案第63号 財産の取得について

（むつ市役所本庁舎配備の小形ロータリ除雪車を、除雪ドーザに更新するためのもの）

第９ 議案第64号 字の区域の変更について

第10 議案第65号 青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

第11 議案第66号 令和６年度むつ市一般会計補正予算

第12 議案第67号 令和６年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第13 議案第68号 令和５年度むつ市一般会計歳入歳出決算

第14 議案第69号 令和５年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

第15 議案第70号 令和５年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

第16 議案第71号 令和５年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

第17 議案第72号 令和５年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算

第18 議案第73号 令和５年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算

第19 議案第74号 令和５年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について

第20 議案第75号 令和５年度むつ市水道事業会計決算

第21 議案第76号 令和５年度むつ市下水道事業会計利益剰余金の処分について

第22 議案第77号 令和５年度むつ市下水道事業会計決算

第23 議案第78号 むつ市国民健康保険条例の一部を改正する条例

第24 報告第16号 令和５年度むつ市一般会計継続費精算報告書

第25 報告第17号 令和５年度むつ市水道事業会計継続費精算報告書
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第26 報告第20号 専決処分した事項の報告について

（附帯控訴の提起について）

第27 報告第21号 専決処分した事項の報告について

（和解について）

第28 報告第22号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

【議案一括上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第29 議案第79号 工事請負契約について

（むつ市デジタル防災センター整備工事（建築工事）に係る工事請負契約を締結するた

めのもの）

第30 議案第80号 工事請負契約について

（むつ市デジタル防災センター整備工事（電気設備工事）に係る工事請負契約を締結す

るためのもの）

第31 議案第81号 工事請負契約について

（むつ市デジタル防災センター整備工事（機械設備工事）に係る工事請負契約を締結す

るためのもの）

【議員派遣】

第32 議員派遣について

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２１人）

１番 高 橋 征 志 ２番 杉 浦 弘 樹

３番 佐 藤 武 ４番 工 藤 祥 子
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１３番 東 健 而 １４番 中 村 正 志
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主 任 主 査 瀬 角 朋 也 主 任 浜 端 快
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（冨岡幸夫） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は21人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（冨岡幸夫） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

９月６日市長から、今定例会に議案３件を追加

提案したい旨の申入れがあり、先ほど開催した議

会運営委員会で本日の付託議案審議の後にこれを

上程し、審議することが決定されておりますので、

ご報告いたします。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（冨岡幸夫） ここで会議録署名議員を追加

指名いたします。

８番白井二郎議員を指名いたします。

◎日程第１～日程第28 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第５６号

〇議長（冨岡幸夫） 日程第１ 議案第56号 むつ

市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。14番中村正志議員。

〇14番（中村正志） 議案第56号 むつ市情報通信

技術を活用した行政の推進等に関する条例につい

て質疑をさせていただきます。

情報通信技術を利用する方法により、手続等を

行うための必要な事項を定めるための条例であり

ますが、条文のほうを読んでみましたが、なかな

か具体的なイメージをすることができませんでし

た。

そこで、このたびの条例制定によりまして、具

体的にどういうことができるようになるのか。ま

た、関係者、市民の利便性の向上、行政運営の簡

素化、効率化とは具体的にどういうものになるの

か、お尋ねをしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） デジタル行政推進監。

〇総務部デジタル行政推進監（藤島 純） お答え

します。

本条例案は、市の機関等に係る行政手続等につ

いて、書面によることに加え、いわゆるオンライ

ンによる申請ができるようにするための通則条例

であります。この条例案の対象とするものは、市

の条例及び規則であり、条例及び規則の規定にの

っとり、これまで書面でのみ申請届出等を受け付

けていたものが、本条例案の制定により、これま

でどおり書面での申請や届出のほか、オンライン

でも申請届出の手続が可能となるものでありま

す。

具体的には、活用事例といたしまして、むつ市

補助金等に関する規則で定める補助金交付申請

や、各公共施設の使用許可申請などが規則を改正

することなく、オンラインで申請できるようにな

ります。

次に、関係者の利便性の向上、行政運営の簡素

化、効率化とは具体的にどういうものかについて

お答えします。スマートフォンやパソコンなどか
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ら、24時間いつでもオンラインによる申請手続な

どが可能となることから、市民の利便性の向上が

図られ、またオンライン申請の場合は、申請デー

タを一元的に管理することができるようになるこ

とから、行政運営の簡素化、効率化に資するもの

でありますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 14番。

〇14番（中村正志） 24時間オンラインによる申請

ができるようになるということと理解をいたしま

した。そうしますと、例えばその申請者が本人で

ある確認でありますとか、その申請の適用はどの

辺りまでになるのかとか、その辺りはどういうふ

うになるのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） デジタル行政推進監。

〇総務部デジタル行政推進監（藤島 純） お答え

します。

まず、本人確認という部分ですけれども、今は

マイナンバーカードを皆さんお持ちということ

で、そのマイナンバーカードを使った個人認証を

していただいて申請を行うという方法とか、あと

例えばマイナンバーカードの券面情報を画像を撮

って、それを添付して申請するとか、様々な方法

で、本人確認が必要な申請については、そういう

対応を行いたいと考えております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） 14番。

〇14番（中村正志） そうしますと、ほとんどの申

請に関しては、これができるようになるという認

識でよろしいのですね。あくまでも申請であって、

それこそネットを通して書面を得るということは

できないということなのだろうなと思いました

し、そうすると書面は今までどおり市役所に来る

なりして取らなくてはいけないという理解でいい

のでしょうか。

また、これらにつきましては、条例が制定され

た後、いつくらいからやるつもりなのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） デジタル行政推進監。

〇総務部デジタル行政推進監（藤島 純） お答え

いたします。

まず、電子的な申請をしていただいて、あとは

いろんな処分決定といいますか、通知等、これを

電子上で返す方法もございます。現在は、この今

回の条例の中では、そのオンラインシステムによ

る処分通知等ができるということにしております

ので、こちらの、むつ市からの電子証明書をつけ

ながら、できる範囲で通知とか、お知らせ等をし

たいと思っております。

いつからということで、今回この条例を議決後、

速やかに具体的な方法を定めた規則を制定するこ

ととしております。その規則制定後、順次オンラ

インでの手続ができるよう、全庁に周知して進め

ていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第56号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第56号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第２ 議案第57号

むつ市地方活力向上地域に係る固定資産税の特別

措置に関する条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第57号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第57号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５８号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第３ 議案第58号

むつ市釜臥山スキー場条例の一部を改正する条例

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、15番井田

茂樹議員。

〇15番（井田茂樹） 議案第58号について、通告に

従い質疑いたします。

今回の議案を見ますと、中学生以下のスキーリ

フト使用料を無料とし、大人及びシルバーのシー

ズン券を減額する改正であります。令和３年に第

１リフトをシングルリフトからペアリフトに架け

替えし、輸送能力も向上したことで利用者の増加

が見込めるスキー場となっております。

そこで、今年度から条例改正に至った経緯につ

いてお知らせください。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

雪国特有のスポーツ施設として、むつ市釜臥山

スキー場は昭和47年に第１リフト、昭和56年に第

２リフトを開設いたしました。第２リフトは平成

17年に、第１リフトは令和３年にそれぞれシング

ルリフトからペアリフトに架け替えを行っており

ます。

リフトの利用者数は、開設日数等により変動は

あるものの、一定の積雪がありました令和２年度

から令和４年度の３年間では、平均約15万9,000人

の利用となっております。

第１リフトのペアリフト化により輸送能力が向

上したことや、昨年度のスマイル・トークリレー

「ＦＬＡＴ」参加者やスキー協会の皆様からのリ

フト料金に関するご意見を踏まえ、ご家族や子育

て世代にもスキー場に足を運んでいただき、昔の

ようなにぎわいを取り戻したいとの思いと、雪国

で育ったこどもたちがスキーを始めるきっかけに

なればとの思いから、リフト料金の改定に至った

ものでございます。

〇議長（冨岡幸夫） 15番。

〇15番（井田茂樹） 釜臥山スキー場は、陸奥湾を

間近に見下ろし、真下には護衛艦が係留する芦崎

湾に滑り降りるすばらしい景色のスキー場です。

今後はこどもが無料ということで、市外からもス

キー場に足を運んでいただく機会も増え、新たな

利用者や市内での飲食、買物等で経済効果につな

がることを期待しております。

市外もそうですが、県外、そして世界にも情報

を発信していただきたいと思っております。

次に、大人とシルバーの時間券の見直しは考え

なかったのか、お聞かせください。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

今回のリフト料金の改定では、スキー場にいつ

でも足を運んでいただきたいことや、こどもたち

にスキーを滑れるようになってもらいたいとの思

いから、シーズン券と小人の見直しを行ったもの

で、大人、シルバーの時間券につきましては、今

後の利用状況等を見つつ研究してまいりたいと存

じます。

〇議長（冨岡幸夫） 15番。

〇15番（井田茂樹） 最後に、こどもを無料として

おりますが、市内のほかのスポーツ施設も無料に

することは考えておりますか、おりませんか、お

伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。
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〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

雪国に暮らすこどもたちだからこそ、小さい頃

からいつでもスキーなどができる環境にあります

こと、また気軽にスキー場を利用し、スキーに親

しみ、滑れるようになってもらいたいとの思いか

ら、スキー場の料金、リフト料金を無料とするも

のであります。

また、スキー場は予約の必要がなく、いつでも、

誰でも、入場制限なく利用できる施設でありまし

て、ほかの利用者への制限や、ご不便をおかけす

ることがありませんし、利用できる期間も非常に

限られておりますことから、無料としても差し支

えないと判断したものであります。

他の施設につきましても、利用者数や政策的観

点で常に検討を重ねてまいりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） これで井田茂樹議員の質疑を

終わります。

次に、１番高橋征志議員。

〇１番（高橋征志） スキー場の条例案について、

２点お伺いいたします。

１点目ですけれども、今回こどものリフト券値

下げ、利用料の収入が減ることによりまして、逆

に指定管理料が増えることとなりますが、財政的

な影響はどのようにお考えでしょうか。

それから、２点目です。こども料金の無料化は、

市のスポーツ振興という大局的な観点からも重要

な決断だったと思います。その意味においても、

市全体の予算のバランスを保つ上でも、当初予算

に合わせて改正して、時間的余裕を持って市民に

周知すべきではなかったかと考えております。昨

年度中の改正とせず、本定例会に上程するに至っ

た理由についてお聞かせください。

〇議長（冨岡幸夫） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） お答えいたします。

指定管理料が増額となることによって、財政に

与える影響についてでございますけれども、この

たびの条例改正によりまして、年間で約320万円

の指定管理料が増額となりますが、昨年度から庁

内におきまして、行財政改革検討部会を開催し、

今年度より浜奥内海水浴適地や決算書の冊子版の

廃止など、年間で約300万円が削減をされており

ます。

また、デジタル防災センター整備事業におきま

しては、当初事業費の財源として緊急防災・減災

事業債の充当を予定しておりましたが、有利な国

庫補助金の獲得によりまして、今後年間で約500万

円の一般財源が削減される見込みとなっておりま

す。

これら経費の削減のほか、今後新たな財源の確

保等によりまして、さらなる一般財源の抑制に努

め、財政運営に支障が出ないように対応してまい

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） 本定例会に上程する

に至った理由についてお答えいたします。

スキー場という施設の性質上、12月から３月ま

での運営で、予算編成段階では利用者の声を拾う

のは難しいものでありました。昨年度実施いたし

ましたスマイル・トークリレー「ＦＬＡＴ」やス

キー協会の皆様からの声、また各学校のスキー教

室の状況等を踏まえ、昨年度末から検討に着手し、

他のスキー場のリフト券の料金等も調べ、今年度

のスキーシーズンに間に合わせるべく本定例会に

上程したものでございます。

〇議長（冨岡幸夫） １番。

〇１番（高橋征志） 県内のスキー場を取り巻く環

境というのは、例えば野辺地町のスキー場が廃止

になるとかで、県内の状況も変わってきていると

思います。

そういう観点からの質疑ですけれども、今回の

こどもの料金の引下げに関しては、むつ市民だけ
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ではなく、市外の方も同様に無料化になるという

理解でよろしいでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

下北地区では唯一のスキー場でございます。市

外の方にも広く利用していただきたいと考えてお

りますので、市内限定とはいたしておりません。

〇議長（冨岡幸夫） １番。

〇１番（高橋征志） せっかくの機会ですので、こ

れを機に市民、市内だけではなくて、市外にもき

ちんとＰＲをして、利用者の増加に努めていただ

きたいと思います。

それで、むつ市のスキーですけれども、歴史を

ひもとけば、ここもまた海軍に行き着くわけです。

そういう意味では、スポーツの振興にとどまらず、

今こどもたちの料金を値下げしますので、こども

たちがここでも郷土の歴史に触れるチャンスにも

なるのではないかなと思うのです。そういった意

味で、このスキー場の料金をきっかけに、こども

たちが郷土の歴史に触れるチャンスにもしてもら

いたいと思うのですけれども、何かお考えはあり

ますでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

当初釜臥山スキー場は、海軍のスキー訓練の場

所と聞いております。その後ウインタースポーツ

の拠点施設として市民の皆様に利用されるスキー

場に整備されてきたところでございます。

スキー場の歴史を知っていただくことは大切な

ことと認識いたしておりますことから、どのよう

な方法があるのか、研究してまいりたいと存じま

す。

〇議長（冨岡幸夫） これで高橋征志議員の質疑を

終わります。

次に、14番中村正志議員。

〇14番（中村正志） 議案第58号 むつ市釜臥山ス

キー場条例の一部を改正する条例について質疑を

させていただきます。

本来であれば、所属しております常任委員会の

ほうに付託される案件なので、この場での質疑は

控えたいところではございますが、細かいことに

は触れず、大きな観点からだけの質疑をさせてい

ただきたいなというふうに思っております。

スキー場の利用促進を図るために、中学生以下

を無料、大人及びシルバーのシーズン券を減額す

るものでありますが、まず前提としての利用者の

減少の要因、これはどこにあるというふうに捉え

ているのかお聞きしたいと思います。

また、スキー場は公共施設の一つでありますが、

公共施設の利用形態や運用方法は様々ですけれど

も、維持管理にはやはり経費がかかります。それ

らは、施設を利用する方からの使用料と市民の皆

様からの税金によって賄われています。施設の中

には、行政運営や市民生活に不可欠な施設から、

必要に応じて選択的に利用される施設まであり、

施設の市民負担の検討において、全てを一律に取

り扱うことは適切な施設運営とは言い難いもので

あると私は思っております。

したがいまして、受益者負担の原則はあるもの

の、税で負担する部分も必要なことから、その設

置目的や性質に合わせて、税で負担する割合と受

益者が負担する割合とを区別する必要があるとい

うふうに思っております。

むつ市は、公の施設の受益者負担の適正化に関

する基本方針を基に、各施設の利用料金の決定や

見直し等を行っているというふうに思っておりま

すが、このたびの改定、受益者負担の観点から、

このスキー場はどのような施設にあるというふう

に捉えているか、併せてお尋ねしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

減少の要因についてでございますけれども、ス
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キー場は積雪時期、降雪量、雪質など、自然のも

たらす影響を非常に受けやすいことや、スキー人

口の減少、こどもたちの遊びの多様化などがあり

ますが、少子化が一番の要因ではないかと考えて

おります。

次に、受益者負担についてでございますけれど

も、市では使用料及び手数料の受益者負担の適正

化に努めてきたところでございます。その一方で、

市の施策は、教育、福祉、経済等の観点から、議

員の皆様にお諮りをして、これまでも高齢者の外

出支援や利用者の減少による公共交通の維持の観

点から、受益者が負担すべきであるバス代につき

ましては、75歳以上の高齢者の無償化事業を実施

してございます。

スキー場につきましては、冬期間積雪がある当

市におきまして、公園や屋外施設が利用できなく

なり、こどもたちの遊び場が不足する時期に、誰

でも予約なく利用できる施設であると認識してお

ります。

こうした雪国ならではの施設で雪国に育ったこ

どもたちがスキーに親しんでほしいといった観点

から、今回の条例改正に至ったものでございます。

〇議長（冨岡幸夫） 14番。

〇14番（中村正志） 今利用者の減少の要因のほう、

ご説明いただきましたけれども、その中には利用

料金が高いというのは多分入っていないのだろう

なというふうに思います。少子化、あるいは一番

の要因は、積雪量が少なくて営業日数が安定しな

いというところが一番利用者が伸びない原因なの

だろうなというふうに私は感じております。であ

るならば、料金のほうも大切ですけれども、そち

らのほうをどうにかする方法というのも十分にあ

ったのではないかなというふうに考えます。

現在スキー人口は減少しているわけで、各小学

校さんでも、スキー教室どうしましょうかなどと

いう見直しも起こっていて、なかなか増える要因

が見つからないのです。そういう意味で、今回こ

の料金を無料にするということで、増えるかもし

れないなというふうには思いますけれども、ちょ

っとその辺りは私は意見の分かれるところだとい

うふうに思っています。

一番危惧するのは、この条例を導入するに当た

って、結果としてスキー人口、利用者が増えなか

った、一部の人だけが利益を得るようになるので

はないかというふうな懸念をしておりますので、

ぜひともその部分は、いろんな方策も含めて、今

回の条例改正以外も含めて、その部分はぜひやっ

ていただきたいというふうに思います。

一度無料にしてしまえば、元に戻すことは非常

に難しいと思いますので、ぜひその部分について

は取組のほうをお願いしたいと思います。

再質疑として、この料金以外で利用者を増やす

方策について、何か検討していることがあれば、

お知らせ願いたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） お答えいたします。

利用者の減少によりまして、例えば飲食ですと

か、そういった部分が一時中断してございました。

昨年から軽食等の提供を始めておりますので、そ

ういった利用者の増を図って、さらにそういった

ところのサービスが充実できるようにしてまいり

たいと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第58号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第58号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。
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◇議案第５９号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第４ 議案第59号

むつ市水道事業給水条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第59号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第59号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第６０号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第５ 議案第60号

むつ市消防団条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、２番杉浦

弘樹議員。

〇２番（杉浦弘樹） 議案第60号 むつ市消防団条

例の一部を改正する条例について質疑いたしま

す。

今回団員の定員の数を改定しておりますけれど

も、そちらの改定した理由について１点お聞きし

ます。

そしてもう一点です。機能別消防団員の待遇に

ついてです。公務災害による補償や退職金等、こ

ういったものはどうなっているのか、質疑いたし

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 危機管理監。

〇総務部危機管理監（畑山勝利） お答えいたしま

す。

まず、定員を改定した理由についてでございま

すが、１つは平成17年の市町村合併時に消防団条

例において定員を定めて以来、人口の減少と相ま

って団員数が年々減少しており、条例に定める定

員と在籍する消防団員数の差が顕著となってきた

ものであります。

もう一つは、市内の各地区消防団長などから、

定年や定員の見直しのほか、機能別消防団員制度

や学生消防団員制度の導入などによる消防団の体

制強化について様々意見をいただきました。体制

を見直す機運が醸成されたことによるものでござ

います。

次に、機能別消防団の待遇についてであります

が、活動範囲が限定的であることから、報酬につ

いては日額で設定した以外は、基本消防団員と同

様に、退職後には勤務年数に応じた退職報償金が

支給されるものでありまして、また公務災害補償

制度の対象にもなっており、公務上の負傷した場

合など、療養補償等を受けられるものとなってお

ります。

なお、退職報償金の支給につきましては、基本

消防団員が定年退職後に引き続き機能別消防団員

として活躍される場合には、基本消防団員と機能

別消防団員の在籍期間を通算して算出することと

なってございますので、ご理解賜りたいと存じま

す。

〇議長（冨岡幸夫） ２番。

〇２番（杉浦弘樹） それでは、機能別消防団員に

ついて、再度質疑いたします。退職金の部分にお

いてなのですけれども、一度団員として所属して

おりました。ただ、いろいろな事情により団員を

一旦辞めて、70歳以上になったときに、また機能

別消防団員で入団したというふうなことになった

場合は、退職金はどのような扱いになっていくの

か、そちらのほうもお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 危機管理監。

〇総務部危機管理監（畑山勝利） お答えいたしま
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す。

再入団時における退職報償金の算出についてで

すが、再入団前後の勤務年数を合算し、退職報償

金を算定、支給することとなります。ただし、再

入団前の勤務年数によって、既に退職報償金が支

払い済みとなっている場合は、再入団後の勤務年

数により、算定、支給することとなってございま

す。

〇議長（冨岡幸夫） ２番。

〇２番（杉浦弘樹） それでは最後に、機能別消防

団員について、今まで団員で所属していなかった

方でも、70歳以上になったときに機能別消防団員

の加入は、要は入ることができるのかどうかと、

条例にあります特定の職務に限ってとはどういう

職務になるのか、こちらのほうを最後にお聞きし

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 危機管理監。

〇総務部危機管理監（畑山勝利） お答えします。

当市における機能別消防団員は、災害時におけ

る後方支援及び広報、普及啓発活動を任務として

考えてございます。そのため、後方支援を行うケ

ースとしては、消防に関する知識や技術等が求め

られることから、定年退職者のほか、５年以上の

在籍履歴を有する元消防職員及び元消防団員を条

件の一つとして想定しております。

〇議長（冨岡幸夫） これで杉浦弘樹議員の質疑を

終わります。

次に、４番工藤祥子議員。

〇４番（工藤祥子） 杉浦議員の質疑で、ほとんど

私も分かりましたので、それ以外についてちょっ

とだけ質疑いたします。

そもそも私、機能別消防団員の定義が分からな

いので、教えてください。

〇議長（冨岡幸夫） 危機管理監。

〇総務部危機管理監（畑山勝利） お答えいたしま

す。

機能別消防団員とは、全ての災害対応及び消防

団活動に参加する従来の消防団員とは異なり、特

定の活動や役割を担うなど、活動範囲を限定する

ことで担い手の幅を広げ、さらなる地域防災力の

強化を図ることを目的とした制度となってござい

ます。

〇議長（冨岡幸夫） ４番。

〇４番（工藤祥子） 機能別消防団員について、今

まで日額報酬が支給なしで来たのですけれども、

これが改正によって日額2,000円になったのはな

ぜでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 危機管理監。

〇総務部危機管理監（畑山勝利） そもそも日額報

酬の設定というのは、今機能別消防団を設定する

に当たって決めたものでございますので、これか

ら機能別消防団員の皆様が活動する場合に日額報

酬を支給することといたしております。

この日額に決定した理由としましては、基本団

員の皆様は年額報酬として一定の料金ですけれど

も、基本団員の皆様には様々な年間を通しての活

動がございます。その活動、例えば観閲式、出初

式にはあえて特に出動を求めないで、自分のでき

る範囲で、生活している範囲の中で活動していた

だければいいと考えております。ですので、その

出動について、例えば１日出れば、日額報酬と出

動報酬等が合わせて支給されることとなってござ

います。

〇議長（冨岡幸夫） ４番。

〇４番（工藤祥子） 団員の定年を65歳から70歳に

延長しています。定数を削減しながら延長してい

るということについての背景をお知らせくださ

い。

〇議長（冨岡幸夫） 危機管理監。

〇総務部危機管理監（畑山勝利） お答えします。

まず、定年を５歳引き上げた理由についてご説

明いたします。令和６年５月に市内各地区団長か
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らご意見を頂戴したところ、一律70歳を定年とす

る意見が多かったことがございまして、またその

後、70歳を過ぎても、まだ自分が協力できること

はしたいという意見の方が多数いるということが

ありまして、定年後の機能別消防団員としての活

動年数を考慮し、70年といたしました。

また、機能別消防団員については、活動をでき

るだけしていただこうということで、あえて定年

は設けてございません。

〇議長（冨岡幸夫） これで工藤祥子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第60号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第60号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６１号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第６ 議案第61号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、移動式トイレ「トイレカー」を、むつ

市役所本庁舎及び各分庁舎に配備するためのもの

であります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第61号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第61号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６２号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第７ 議案第62号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市役所大畑庁舎配備の除雪ドーザ

を、老朽化に伴い更新するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第62号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第62号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第６３号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第８ 議案第63号

財産の取得についてを議題といたします。

本案は、むつ市役所本庁舎配備の小形ロータリ

除雪車を、除雪ドーザに更新するためのものであ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第63号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第63号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第６４号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第９ 議案第64号

字の区域の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第64号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第64号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６５号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第10 議案第65号

青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更につい

てを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第65号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第65号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第６６号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第11 議案第66号

令和６年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、１番高橋

征志議員。

〇１番（高橋征志） 補正予算につきまして、第７

款、第１項、第６目産業振興費のネクストフロン

ティア開拓事業費につきまして、その事業の目的

ですとか、旅費の内容ですとか、そういった詳細

につきましてお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

本事業は、人口減少に伴う地域内、国内市場の

縮小に対処し、稼げる地域を構築することを目指

すべく、輸出、インバウンド、ブランディングの

各コンセプトに基づき、新たな需要を創出するこ

とを目的としております。

2021年度から実施しておりますシンガポールに

おけるＡｏｍｏｒｉ Ｇｌｏｂａｌ Ａｄｖａｎ

ｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ事業、また台湾高雄市及び

アメリカロサンゼルス市における現地でのプロモ

ーション事業となっております。

なお、台湾高雄市及びアメリカロサンゼルス市

における現地でのプロモーションにつきまして

は、資源エネルギー庁の原子力発電施設等立地地

域基盤整備支援事業を活用しております。当該事

業については、航空費や宿泊費に係る市の費用負

担は発生いたしませんが、対象外経費となる部分

について、当該補正予算に計上しております。

具体的な事業内容につきましては、シンガポー

ルにおけるＡｏｍｏｒｉ Ｇｌｏｂａｌ Ａｄｖ

ａｎｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ事業につきましては、

これまでは市が単独で取り組んでまいりました

が、今年度からは青森県と連携して実施しており、

さらなる事業効果の向上を図るため、県と市が同

時期に渡航し、関係機関の訪問やＡｏｍｏｒｉ

Ｇｌｏｂａｌ Ａｄｖａｎｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ

2024の成果報告会等を行うものでございます。

また、新たに台湾高雄市及びアメリカロサンゼ

ルス市におきまして、現地でのプロモーションや

関係機関への表敬訪問、意見交換会等を実施し、

人的ネットワークを構築するとともに、販路の開

拓や経済交流を図るものでございます。

予算の内容につきましては、それぞれの国への

渡航に係る旅費を計上しております。まず、シン

ガポール分といたしまして150万4,000円、台湾高

雄市分といたしまして25万4,000円、アメリカロ

サンゼルス市分といたしまして18万4,000円を計
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上しております。

〇議長（冨岡幸夫） １番。

〇１番（高橋征志） 再質疑の前に、ネクストフロ

ンティアという事業名なのですけれども、フロン

ティアというと、歴史の授業とかにも出てきます

が、辺境とか、あるいは未開の地みたいなことで

使われていると思っていまして、もともとフロン

ティアというのは、アメリカの西部開拓のときに

出てくる用語だと思います。何があったかという

と、先住民を迫害して西に追いやってというとこ

ろの歴史がアメリカではあったかと思うのです。

ロサンゼルスがある西海岸というのは、フロンテ

ィアが終えんした地だということになりますの

で、事業名について、いささか違和感があるとい

いますか、検討し直す余地があるのではないかな

と思っております。

再質疑に移りますが、今回旅費の負担はほとん

どないということで、アメリカに行く、ロサンゼ

ルスに行くということなのですけれども、同じア

メリカであれば、かねてから姉妹都市であるポー

トエンジェルスがありますし、ポートエンジェル

スでなくても、ポートエンジェルスがあるのはワ

シントン州ですし、そうすると大都市のシアトル

があります。アメリカといっても、いろんな都市

があった中で、あえてロサンゼルスにした理由は

何なのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

アメリカロサンゼルス市を新たな開拓地に設定

した理由についてでありますが、ＪＥＴＲＯやＪ

ＮＴＯによりますと、カリフォルニア州は全米の

中で訪日旅行の最多送客数を誇り、ロサンゼルス

は全米で最も日本食レストランが多い地域となっ

ております。

また、シンガポールでのＡｏｍｏｒｉ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ａｄｖａｎｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔにご協

力をいただいている現地法人が今年ロサンゼルス

法人を立ち上げたことや、令和７年２月にはしも

きたＴＡＢＩあしすとが北米屈指の旅行博である

Ｌｏｓ Ａｎｇｅｌｅｓ Ｔｒａｖｅｌ ＆ Ａ

ｄｖｅｎｔｕｒｅ Ｓｈｏｗ2025に出展し、訪日

に高い関心を持つ消費者や、現地の旅行関係事業

者などに対してＰＲする予定となっていることか

ら、多様な誘客ルートや販路を開拓するために、

むつ市が北米市場へチャレンジする場として最も

ふさわしいと判断いたしました。

〇議長（冨岡幸夫） １番。

〇１番（高橋征志） 今回の９月定例会の一般質問

で、総合経営計画の話に少し触れましたけれども、

総合経営計画の後期基本計画の中で、稼げる物産

プロモーションというところの施策内容の施策の

方向性というところには、人口や富裕層の増加が

見込まれる東南アジアマーケットをターゲットに

販路開拓支援を行っていくというところが記載さ

れております。ここでも実際の事業、今取りかか

る事業と総合経営計画との間にそごが生じている

ように感じるのですが、その点についてどう考え

るかというところと、もう一つ、海外に展開して

いくに当たって、いろんな地域を手広くやるとい

う方法と、一方である程度ターゲットを絞って、

そこにリソースを集中してかけていくという考え

方があると思うのです。ポートエンジェルスは別

格としても、例えばある程度陽明国民中学でつて

がある台湾の高雄市に教育ですとか、経済ですと

か、あるいは少し高雄市は離れますけれども、台

湾はジオパークで野柳と交流もありますし、これ

からエバー航空が就航するというところで、ある

意味台湾に特化するチャンスでもあるかと思うの

ですけれども、むつ市として海外戦略をどのよう

に描いているかお聞かせください。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） まず、総合経営計
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画とのそごが生じないかといったことでございま

すが、議員おっしゃるとおり、東南アジアを中心

に、今後もシンガポールを中心としてアプローチ

していくというところには変更はございません。

また、いろんな地域に触手を伸ばしているので

はないかといったことでございますけれども、先

ほどの説明にもありましたとおり、アメリカロサ

ンゼルス市というところの訪日旅客数であると

か、また現地法人に当市とつながりのある民間事

業者の応援もいただいているところとの関係性も

考慮したところで、ロサンゼルス市というところ

をまず次の訪問地に決めました。

議員のほうからも、台湾は、ではどうなのだと

いうお話もありましたとおり、ロサンゼルス市だ

けではなく、台湾高雄市のほうにも、今回補正が

承認されましたら、現地に伺ってプロモーション

をかけていきたいというふうに考えておりまし

て、やみくもに触手を伸ばしていることではなく、

一応目的を持って取り組んでまいりたいと考えて

おりますので、ご承知いただきたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） これで高橋征志議員の質疑を

終わります。

次に、14番中村正志議員。

〇14番（中村正志） 令和６年むつ市一般会計補正

予算について、２点質疑をさせていただきます。

まず１点目が商工費の中のむつ市アウトドアグ

ランドデザイン策定事業ということであります

が、この事業目的、事業内容、また恐らく委託す

ることになると思いますが、委託先、またこの策

定後の事業展開、来年度以降になるとは思うので

すが、その点についてお聞きをしたいと思います。

２点目が、先ほども少しお話ししましたけれど

も、むつ運動公園、むつ市釜臥山スキー場指定管

理料についてです。このたびの320万4,000円の部

分は、恐らく今シーズンの見込みの利用料金を無

料、割引することになった分だと思うのですが、

そうであるならば、具体的にこの部分は、例えば

シーズン券はどれくらいでとか、回数券はどれく

らいでというふうなのがあると思うのですが、そ

の辺りのところをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

まず、むつ市アウトドアグランドデザイン策定

事業の概要についてご説明いたします。今回の補

正予算におけるむつ市アウトドアグランドデザイ

ン策定事業とは、当市の豊かな自然資源を生かし

た幅広い世代を対象とする滞在型、体験型の観光

について、専門的知見を有する民間事業者からご

提案をいただくことにより、当地におけるエコツ

ーリズムを促進し、観光客の増加や地域住民によ

る地域内での経済の活性化を図るための将来構想

となるもので、地域資源の現状や課題の抽出、分

析、エコツーリズムの検討、提案、既存観光施設

や道の駅への構想提案などをむつ市アウトドアグ

ランドデザインとしてまとめて、地域の活性化に

資する施策の構築につなげるものでございます。

委託先につきましては、まだ契約前なので、は

っきりと申し上げづらいところはあるのですけれ

ども、本年２月13日に協定を締結いたしました株

式会社モンベル様のほうを候補として考えており

ます。

次に、今後の事業展開なのですけれども、まず

この事業につきましては、四季を通じた調査を要

するということから継続費を設定いたしまして、

令和６年度は現地調査に係る旅費と中間報告をい

ただく予定でおります。また、令和７年度につき

ましても、同じく旅費と最終報告ということで考

えておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） むつ運動公園、むつ

市釜臥山スキー場指定管理料についてお答えいた

します。
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今回の無料化、減額により、減収となる分につ

いてお答えいたします。小人について、１回券で

すけれども、これが16万9,000円、そして２時間

券、小人の分で82万5,600円、小人の区分４時間

券で23万9,400円、小人の区分８時間券で４万

7,600円、そしてシーズン券についてでございま

すが、大人は12万6,200円、シルバーは５万

8,700円、小人につきましては173万7,600円とし

て、計320万4,000円の減収となります。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） 14番。

〇14番（中村正志） それでは、まずアウトドアグ

ランドデザイン策定事業のほうでありますが、モ

ンベルさんなのだろうなということで思っていま

したけれども、そうしますと、モンベルさん、結

構ほかの自治体と同様なことをやっていると思う

のですが、イメージとすれば、そういうふうなこ

とをむつ市でもというふうな考え方でよいのかど

うかです。

あと、今回久々に道の駅ということがこの中に

出てきました。予定地として取得してからずっと、

下北半島縦貫道路の整備の進捗を見ながらという

ことで、なかなか出てこなかったのですけれども、

これはあくまでも道の駅がいつできるということ

ではなくて、道の駅の機能としてこういうのもと

いうふうな考え方でよろしいのでしょうか。

次に、スキー場のほうでありますけれども、そ

うしますと、今回の前の条例と合わせまして、利

用者が多分増加するのだろうなと。そうなります

と、あと指定管理者のほうの業務量も恐らく増え

てくると思うのです。そうなったときに、その辺

りの精算はどのように行われるのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

まず、ほかの自治体と同じようにやるのかとい

うことに関しましては、先ほどの繰り返しになり

ますけれども、自然の資源を生かしたところの課

題と分析をしていただいて、どのように活用する

のかというところがまず１点。あと、施設につき

ましても、そういうアウトドア系の施設が、例え

ば早掛のキャンプ場であるとか、そういったこと

がございますので、もっと活用を図る上でアドバ

イスをいただいたりとか、そして道の駅の構想等

につきましても、ご意見をいただきながら、グラ

ンドデザインという形で、まず報告をいただきた

いなということでご理解賜りたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） スキー場についての

お尋ねにお答えいたします。

利用者が増加しますと、指定管理者の業務も増

加するのではないかということですけれども、こ

れに対しての指定管理料の増加ということはござ

いません。ただ、利用者が増加しまして、利用料

収入が上がりますと、市の見込額を上回った場合、

その分は指定管理者の収入となりますので、それ

がインセンティブとなりますので、それで理解い

ただけるものと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 14番。

〇14番（中村正志） 再度スキー場のほうですけれ

ども、今インセンティブというお話が出ましたけ

れども、指定管理者の有益性の一つとしては、民

間事業者による、行政ではできないようないろん

な事業展開をすることによって利用者を増やすと

いうふうな部分が多分あるかと思うのですが、今

回そういう部分が、無料にしたことによって増え

た部分というのがすごく見えにくくなるのではな

いかなというふうなことも感じておりますが、そ

の辺りについては、何か市としてはお考えござい

ますか。

〇議長（冨岡幸夫） 市民生活部長。

〇市民生活部長（石橋秀治） 指定管理者の努力に

よって増えたか、あるいは無料化して増えたかと
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いう部分につきましては、今年度そういった変更

を行っておりますので、どうしても昨年度との比

較、さらには今年度だけでの評価というものがち

ょっと見えてこないものと考えております。今後

複数年で、その状況が見えてくるかと考えており

ます。

〇議長（冨岡幸夫） これで中村正志議員の質疑を

終わります。

次に、４番工藤祥子議員。

〇４番（工藤祥子） 議案第66号 令和６年度むつ

市一般会計補正予算の一部分について質疑いたし

ます。

歳出の農林水産業費についてですけれども、漁

業施設整備費として大湊地方隊等周辺民生安定施

設整備事業費に補正額が計上されています。そも

そもこの施設とはどういうものなのか、詳細につ

いてお知らせください。提案理由は、芦崎湾の浚

渫に係るナマコの資源保護を行うと書いてありま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） お答えいたします。

防衛省におきまして、令和７年度から令和９年

度に芦崎湾の浚渫工事を実施する予定であります

が、同湾には多数のナマコが生息しており、浚渫

工事によりナマコのへい死が予想されます。この

ことから、令和７年度からの浚渫工事の前に、ナ

マコの資源保護及び安定した漁業経営に資するこ

とを目的に、芦崎湾内のナマコを生息に適した漁

場へ移設を行うため、防衛省の民生安定施設整備

事業を活用し、漁場を整備することとしておりま

す。

事業実施に向けた調査が必要であることから、

調査費用を計上したといった内容でございます。

〇議長（冨岡幸夫） ４番。

〇４番（工藤祥子） そうすると、この予算は取り

あえず調査費ということでの理解でよろしいので

すね。

私は、いつも車を走らせながら芦崎湾を見てき

て、本当に歴史の長い営みということで、いつも

美しいこの芦崎湾に、それこそ感動しながら走っ

てきております。豊かなこの海の中でナマコが生

息しているということを改めて知ったわけですけ

れども、これまでは、この生息しているナマコを

どのように育ててきたのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 芦崎湾に藻場があ

りまして、そこでナマコが生まれて、芦崎湾から

ほかの漁場にも移っていくというようなことと理

解しております。

〇議長（冨岡幸夫） ４番。

〇４番（工藤祥子） そうすると、そのナマコの生

息域を、それこそ助ける施設を改めて造るという

ことと理解しておりますが、もともとこの原因を

つくっているのが国の防衛政策だと思うので、国

からの補助というのはどのくらい出るのでしょう

か。全体のどのくらいを見込んでいるのでしょう

か。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 今回の調査事業に

関しましては、防衛省からの補助はございません

が、令和７年度に予定している整備事業について

は、事業費の３分の２の補助を受ける事業という

ことになります。

〇議長（冨岡幸夫） これで工藤祥子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第66号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第66号は、会議規則第38条第２項の規定
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により、委員会への付託を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第66号は原案のとおり可決されました。

◇議案第６７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第12 議案第67号

令和６年度むつ市介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第67号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第67号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

ここで午前11時15分まで暫時休憩いたします。

午前１１時０２分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第６８号～議案第７７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第13 議案第68号

令和５年度むつ市一般会計歳入歳出決算から日程

第22 議案第77号 令和５年度むつ市下水道事業

会計決算までの10件を一括議題といたします。

質疑に入る前に、令和５年度むつ市各会計決算

に対する監査委員の意見を求めます。齊藤秀人代

表監査委員。

（齊藤秀人代表監査委員登壇）

〇代表監査委員（齊藤秀人） 令和５年度むつ市一

般会計、特別会計歳入歳出決算について、審査の

結果を報告し、意見を申し上げます。

今回審査に付されましたむつ市一般会計、各特

別会計に係る歳入歳出決算書、附属書類の計数は、

いずれも関係証拠書類と符合しており、正確であ

りました。

また、予算の執行は法令に準拠して、適正かつ

効率的に行われており、財産の管理についても適

正であると認めました。

それでは、令和５年度むつ市一般会計歳入歳出

決算の概要をご説明いたします。令和５年度決算

は、歳入435億7,049万8,086円、歳出428億9,574万

9,684円で、歳入歳出差引額６億7,474万8,402円

であり、継続費逓次繰越額及び繰越明許費繰越額

に係る令和６年度へ繰り越す財源6,210万4,000円

を差し引いた実質収支は６億1,264万4,402円の黒

字でありますが、単年度収支は２億9,232万

3,497円の赤字となっております。これは、電力

料金をはじめとした物価高騰の影響による市の事

務事業全般の費用、下北地域一般廃棄物処理施設

の竣工に伴う下北地域広域行政事務組合へのじん

芥処理負担金及び一部事務組合下北医療センター

への負担金が増加したことによるもので、実質単

年度収支額においても７億4,183万1,808円の赤字

となっております。

令和５年度における行財政運営は、歳入で普通

交付税や原油価格高騰対策に係る特別交付税及び

県支出金など、自主財源においては使用料及び手

数料をはじめ市税の徴収対策などによる徴収率向
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上を図り、財源の確保に努めております。

歳出では、投資的経費で防災情報伝達手段整備

事業、（仮称）むつ市防災食育センター建設事業、

物件費、補助金などでむつ市産地パワーアップ事

業費補助金、物価高騰対応重点支援措置費、義務

的経費で子ども医療費給付事業などにより、将来

を見据えた事業が積極的になされております。

令和５年度は、むつ市総合経営計画後期基本計

画に掲げる５つの最重点事項を柱に、むつ市デジ

タル化推進枠に加え、むつ市地方創生ＳＤＧｓ推

進枠を設定し、子育て支援の子ども医療費給付事

業、教育環境向上の地域文化・スポーツクラブ推

進事業、地域産業保護のための冷凍ベビーホタテ

消費拡大対策学校給食活用事業、デジタル化推進

によるむつ市住民パスポートで暮らし快適事業及

び災害に備えた施設の整備事業など、様々な分野

で投資的な事業がなされ、持続可能なむつ市の構

築に踏み出した年でありました。

財政運営については、おおむね当市の財政中期

見通しに沿って進行しており、財政構造の弾力性

を示す経常収支比率、公債費の負担の程度を示す

実質公債費比率は、令和４年度と比較してそれぞ

れ改善しておりますが、将来負担比率は上昇して

おります。

今後におきましても、社会や経済情勢の変化を

注視しながら、新たな財源の確保に努めるととも

に、引き続き歳入に見合った財政規模への転換を

図り、強固な財政基盤の確立と工夫を凝らした柔

軟で効率的な行財政運営を望むものであります。

次に、特別会計歳入歳出決算につきましては、

主な特別会計として国民健康保険特別会計につい

て、その概要をご説明いたします。

令和５年度は、歳入歳出差引額２億2,484万

2,159円の黒字となっております。また、単年度

収支についても1,151万4,180円の黒字となってお

ります。

今後人口減少及び少子高齢化のさらなる進行に

より、被保険者数の減少による国保税の減少など

が見込まれる一方で、医療の高度化などによる医

療費の増大が見込まれていることから、引き続き

国保制度の動向の見極めや、歳入確保のため収入

率向上に努めるとともに、特定健診など予防、健

康づくりのための取組を進めるなど、長期にわた

り堅実な制度運営を望むものであります。

次に、令和５年度むつ市水道事業会計決算並び

に下水道事業会計決算について、審査の結果を報

告いたします。

今回、審査に付されましたこれらの事業会計決

算報告書をはじめ、財務諸表及びその他の附属書

類は、いずれも関係する証拠書類と符合しており、

正確でありました。

予算の執行は、地方公営企業法ほか関係法令に

準拠して、適正かつ効率的に執行されており、ま

た経営成績及び財政状態は適正に表示されている

ものと認めました。

まず、水道事業会計決算は、税抜き決算額では

水道事業収益16億6,206万905円、水道事業費用

16億3,475万4,163円で、収益的収支において

2,730万6,742円の純利益を生じた決算となってお

ります。この純利益は、令和４年度と比較して

1,700万円余り減少しております。

建設改良工事の概況については、平成29年度か

ら７か年計画で実施しております西通地区簡易水

道統合事業が計画どおり完了し、川内、脇野沢地

区の浄水場が集約されたことで、効率的な運営や

経費の削減が期待されるところであります。

今後におきましても、給水人口の減少による収

益減少と施設更新費用の増加が懸念されることか

ら、有収率向上による収益の確保を図り、自然災

害に備えた施設の耐震化と危機管理対策を効果的

に進め、安全で安定的な水道サービスが持続され

ることを望むものであります。
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次に、下水道事業会計決算は、税抜き決算額で

は下水道事業収益10億3,853万7,697円、下水道事

業費用は９億6,672万3,908円で、収益的収支にお

いて7,181万3,789円の純利益を生じた決算となっ

ております。この純利益は、令和４年度と比較し

て1,300万円余り減少しております。

建設改良工事の概況については、下水道整備事

業及び改築更新事業の実施により、処理水量増加

への対応や施設及び設備の改修更新による長寿命

化を図るなど、計画的な整備に努めております。

下水道事業については、今後新たな整備は行わ

ず、計画区域を整備済みの区域へ縮小することと

なりましたが、引き続き整備済み区域における下

水道への接続率の向上と収益の確保に努め、施設

の適切な維持管理と浄化槽設置整備助成事業の促

進により、衛生的で快適な居住環境が形成される

ことを望むものであります。

審査の詳細につきましては、お手元に配信の決

算審査意見書のとおりでありますので、ご審議の

参考にしていただければ幸いに存じます。

以上、決算審査の報告といたします。

〇議長（冨岡幸夫） これで監査委員の意見を終わ

ります。

これより質疑に入りますが、先ほど一括議題と

いたしました10議案については、それぞれ区分し

て質疑を行いますので、ご了承願います。

まず、議案第68号 令和５年度むつ市一般会計

歳入歳出決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第68号の質疑を終わります。

次は、議案第69号 令和５年度むつ市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第69号の質疑を終わります。

次は、議案第70号 令和５年度むつ市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算について質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第70号の質疑を終わります。

次は、議案第71号 令和５年度むつ市公共用地

取得事業特別会計歳入歳出決算について質疑に入

ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第71号の質疑を終わります。

次は、議案第72号 令和５年度むつ市介護保険

特別会計歳入歳出決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第72号の質疑を終わります。

次は、議案第73号 令和５年度むつ市魚市場事

業特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。
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質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第73号の質疑を終わります。

次は、議案第74号 令和５年度むつ市水道事業

会計利益剰余金の処分について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第74号の質疑を終わります。

次は、議案第75号 令和５年度むつ市水道事業

会計決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第75号の質疑を終わります。

次は、議案第76号 令和５年度むつ市下水道事

業会計利益剰余金の処分について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第76号の質疑を終わります。

次は、議案第77号 令和５年度むつ市下水道事

業会計決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第77号の質疑を終わります。

これで令和５年度むつ市各会計決算等に対する

質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第68号から議案第77号までの令和５年度

むつ市各会計決算等については、議長及び議会選

出の監査委員を除く議員20名で構成する決算審査

特別委員会を設置し、これに付託の上審査するこ

とにしたいと思います。これにご異議ありません

か。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

お諮りいたします。ただいま設置されました決

算審査特別委員会の委員の選任については、委員

会条例第８条第１項の規定により、お手元に配信

しております決算審査特別委員名簿のとおり指名

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

ここで決算審査特別委員会正副委員長互選のた

め、暫時休憩いたします。

午前１１時３２分 休憩

午前１１時４４分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

ただいま開かれました決算審査特別委員会にお

いて、委員長に東健而議員、副委員長に中村正志

議員が選任されましたので、ご報告いたします。

◇議案第７８号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第23 議案第78号
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むつ市国民健康保険条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第78号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第78号は、

お手元に配信しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇報告第１６号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第24 報告第16号

令和５年度むつ市一般会計継続費精算報告書を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で報告第16号の質疑を終わります。

報告第16号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１７号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第25 報告第17号

令和５年度むつ市水道事業会計継続費精算報告書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で報告第17号の質疑を終わります。

報告第17号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２０号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第26 報告第20号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、附帯控訴の提起について報告するもの

であります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。19番佐賀英生議員。

〇19番（佐賀英生） それでは、報告第20号につい

て質疑させていただきます。私、裁判に不慣れな

ものですから、分からないので、よろしくお願い

いたします。

いろんな裁判になりますと、控訴だ応訴だと聞

きますけれども、附帯控訴という文言を初めて聞

いたものですから、この点について若干教えてい

ただきたいのと、控訴する場合、どちらかといい

ますと、特に地方自治法においては、第96条の第

１項第12号で、それで提訴すると思ったら、これ

見ましたら、第180条の第１項ということなので

すけれども、ちょっとこの辺、これを採用した理

由、２点についてお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 総務部長。

〇総務部長（吉田由佳子） お答えいたします。

附帯控訴の理由と内容についてのうち、まず附

帯控訴に至った理由についてご説明いたします。

今回の訴訟事件につきましては、むつ市内に土

地を所有する原告から、自身の所有する土地の固

定資産税及び都市計画税を当市が過大に賦課徴収

したことが違法であり、これにより被害を被った

として、令和３年６月７日、国家賠償法第１条１

項に基づき損害賠償を求め、訴訟を提起されたも

のであります。

その後、本年４月25日、青森地方裁判所から判

決の言渡しがありましたが、原告は同判決に一部



- 180 -

不服があるとして控訴をいたしました。

第一審判決に対して控訴がなされた場合、控訴

した側の不服部分のみが審議され、控訴された側

の主張が認められなかった部分については審議さ

れないこととなり、公平に反することとなります。

附帯控訴とは、第一審の判決に対して控訴され

た側が控訴審において第一審判決を自身に有利に

変更するように求める不服申立てを言います。

当市といたしましては、附帯控訴を提起し、当

市の不服がある部分について取消しを求めること

といたしました。

なお、当市におきましては、地方自治法第180条

第１項の規定に基づき、訴えの提起については、

１件の訴訟物の価額が100万円以下のものに関し

ては市長が専決処分できるものとして指定されて

おり、今回の附帯控訴の提起に係る訴訟物の価額

は45万4,822円でありますことから、専決処分し

たものでございますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） それでは、今回の原告、今度

は控訴すると、どっちも原告になったり、被告に

なったりするわけですが、金額的な不満というよ

りも、内容的な部分での附帯控訴というふうに理

解してよろしいのでしょうか。そこら辺のところ、

よろしくお願いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） お答えいたします。

今回附帯控訴した理由といたしましては、案件

のほうは３件ございますけれども、原告がすべき

手続にも漏れ等がございまして、その漏れも損害

期間を拡大させた要因の一つとして考えられるこ

とから、弁護士とも相談し、原告の過失の見直し

を請求するものでございます。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 分かりました。あまりこうい

うのというのはよろしくないとは思うのですが、

いささか本件については時間がかかりそうな気が

します。これから進め方といいましょうか、どの

ように持っていくのか、最後に市長にお伺いをい

たします。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 判決内容を確認した時点で、

一部疑問が残ったものの、当市としては第一審に

つきましては控訴はせずに、原告からの訴訟の手

続がない場合は、判決に従いまして、市内の事業

者である原告との争いの終結を考えておりました

が、原告が控訴手続を進めるため、当市といたし

ましても判決内容の疑問点に対する考えを附帯控

訴理由として附帯控訴しております。

本件につきましては、現在裁判中であることか

ら、仮定のお話につきましては差し控えさせてい

ただきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（冨岡幸夫） これで佐賀英生議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で報告第20号の質疑を終わります。

報告第20号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２１号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第27 報告第21号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解について報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で報告第21号の質疑を終わります。

報告第21号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２２号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第28 報告第22号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で報告第22号の質疑を終わります。

報告第22号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◎日程第29～日程第31 議案一括上程、

提案理由説明、質疑、討論、採決

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第29 議案第79号

から日程第31 議案第81号までの工事請負契約に

ついての３件を一括議題といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） ただいま追加上程されました

３議案について、提案理由及び内容の概要をご説

明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じます。

議案第79号から議案第81号までの工事請負契約

についてでありますが、これら３議案は、むつ市

デジタル防災センター整備工事に係る建築工事、

電気設備工事及び機械設備工事について、工事請

負契約を締結するためのものであります。

なお、本工事については、補助率が高い国庫補

助を受けて行うものであり、その交付決定の日が

９月５日となったこと、また、今年度の工事期間

が令和７年１月末までとなることから、早期に工

事着工する必要があり、本定例会において、追加

での上程となりました。

以上をもちまして、追加上程されました３議案

について、その大要を申し上げましたが、細部に

つきましては、議事の進行に伴いましてご質問に

より詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（冨岡幸夫） これで提案理由の説明を終わ

ります。

ただいま上程されました議案については、この

後質疑、討論、採決を行いますが、ここで議事整

理のため及び昼食のため、午後１時30分まで暫時

休憩いたします。

午前１１時５６分 休憩

午後 １時３０分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

これより質疑、討論、採決を行います。

先ほど一括議題といたしました３議案について

は、それぞれ区分して質疑等を行いますので、ご

了承願います。

◇議案第７９号

〇議長（冨岡幸夫） まず、議案第79号 工事請負

契約についてに対し、質疑に入ります。

本案は、むつ市デジタル防災センター整備工事

（建築工事）に係る工事請負契約を締結するため

のものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま
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せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第79号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第79号は、会議規則第38条第２項の規定

により、委員会への付託を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第79号は原案のとおり可決されました。

◇議案第８０号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第80号 工事請負

契約についてに対し、質疑に入ります。

本案は、むつ市デジタル防災センター整備工事

（電気設備工事）に係る工事請負契約を締結する

ためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第80号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第80号は、会議規則第38条第２項の規定

により、委員会への付託を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第80号は原案のとおり可決されました。

◇議案第８１号

〇議長（冨岡幸夫） 次は、議案第81号 工事請負

契約についてに対し、質疑に入ります。

本案は、むつ市デジタル防災センター整備工事

（機械設備工事）に係る工事請負契約を締結する

ためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

以上で議案第81号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第81号は、会議規則第38条第２項の規定

により、委員会への付託を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、直ちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ
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て、議案第81号は原案のとおり可決されました。

◎日程第32 議員派遣について

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第32 議員派遣に

ついてを議題といたします。

本件は、地方自治法第100条第13項及び会議規

則第167条の規定により、姉妹都市交流事業及び

青森県市議会議員研修会に出席するため議員を派

遣するものであります。

お諮りいたします。お手元に配信しております

資料のとおり議員を派遣することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

この際、お諮りいたします。ただいま決定され

ました議員派遣の記載事項に変更等が生じた場合

は、議長に一任願いたいと思いますが、これにご

異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

◎散会の宣告

〇議長（冨岡幸夫） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明９月11日は常任委員会及

び決算審査特別委員会のため、９月12日及び13日

は決算審査特別委員会のため、９月17日及び18日

は議事整理のため休会したいと思います。これに

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

なお、９月14日から16日までは休日のため休会

とし、９月19日は付託議案審議を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 １時３６分 散会
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